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知的発達に遅れのある中学生への認知訓練
フ ォイ ヤ ー シ ュ タイ ンのIEの 効 果 を
WISC一皿で検 証 す る
藤 本 浩 一
問題 と目的
発達障害児/者 がよりよく生 きてい くための支援の方針 として、①得意 を伸
ばす、②不得意をカバーする、③ 自尊心 をつ くる、の3つ があげられる。 これ
らはLD(学習障害)、ADHD(注意欠陥多動性障害)、ASD(自閉症スペクトラム)、
またダウン症や知的発達遅滞など、症状の違いにかかわらず広 く妥当するであ
ろう。実際には、まず面接や質問紙、テス ト・バ ッテリーなどによって彼 らの
特徴 を知 り、次いで明 らかになった得意不得意に応 じて日常生活や学習におけ
る具体的な方策を指導することになる。
認知機能の支援では、WISC(子ども用)やWAIS(成人用)と いったウェク













































図1多 重知能 の領域(子 安1999,2001)
的知能テス トが測ってきた ものは言語 ・論理一数学 ・空間の3つ の知能領域で
あ り、その測定値が将来の社会的成功を予測する上でそれほど効果的でないと
いう意見 もある(小林、他1998)。しか しなが らそれらの認知機能が学校教育と
直結 しているからこそ、測定値の上昇は学校の勉学面での満足感と自尊心につ












脳の左右の前頭葉 ・側頭葉 ・頭頂葉の各部位 を対応 させている。また、脳の働
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などの論理的思考、図形や方向感覚 を扱 う空間課題その他からな り、それぞれ




IE教材作成には従来の知能テス ト課題の影響が見 られるものの、その実践 に
おいて知能テス トと最 も異なる点は、答えを得ることを第一 目的とせず、 ヒン
トを与 え ・励まし ・考えさせ ることにより、課題解決において様々な認知機能
を発展させることである。指導者のこうした働きかけを 「媒介」と称する。
本研究は我が国で認知度の低いIEの効果を、発達障害児の査定 として広 く流




対象者:中3男子S君 、知的発達障害(療 育手帳あ り)、暦年齢14歳8ヶ月(事
前)、15歳2か月(事 後)






16枚を取 り上げた。 比較的簡単な1問を図2に例示 した。無秩序に点が散らばっ
ている場の中に、問題 として与えられた図形 を見出し、過不足な く点を使って
その輪郭 を線で描 くものである。 同図左下は正解であるが、早とちりすると右
































反面 「単語」は弱 く、ことばを入れてい く必要がある。「数唱」はやや弱 く、聴
覚的ワーキングメモリーにある程度の弱さがみられる。
「符号」「積木」が低 く、視覚的ワーキ ングメモ リー(入 力された視覚情報を
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図41Qと 群指数 の事前 ・事後 テス ト問の比較




1.群指数の 「言語理解」が上昇 し(図4)、下位項 目の 「類似」・「単語」・「理解」
が上昇 した(図5)。訓練意図のない 「知識」に変化は見 られなかった。
2.「知覚統合」(群指数)が上昇 し、下位項 目では 「符号」・「積木」・「配列」・「組
合せ」が上昇 した。








ぞれの形にふさわ しい名前をつけるよう促 したので、命名 して概念化 し、概念
操作 を行う仕方が身につ き、元々個人内比較 として得意であった言語的な理解
力がさらに上昇 したと考えられる。







ングメモリーの不足を補 う効果が表れた。 すなわち 「言語理解」が一層発達す
ることによって、視覚情報 をことばに置 き換 えて保持 し、処理することができ
るようになり、「知覚統合」の諸項 目の成績向上につながった。
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3.「処理速度」がやや低下した。その下位項 目を見ると 「符号」は上昇 した一
方で、「記号探 し」がやや低下している。 どちらも非言語的な課題や作業を速 く
正 しく遂行する能力であるが、「符号」は1・2・3と順に並んだ数字の1つ1つ
に簡単 な形が対応する見本を視覚的に一時記憶 し、ランダムに並んだ数字列 に
その対応する形を書 きこむ課題である。従って情報を適切な順序で分析 ・処理
する系列化 の能力に関与するが、「記号探 し」はそれに関与 しない(藤 田、他
2005)。前者の 「符号」については、OD訓練によって作業の順序性が強調 され
たために上昇 し、後者の 「記号探 し」は系列化 とは関係がないので特に効果が
なく、教材表紙の 「ちょっと待って… 考えさせて」のことば通 り、慎重に事
を行 う仕方が身に付いたために、かえってスピー ドが遅 くなり、若干の低下を
招いたと考えられる。
一般に処理速度は、学校教育においてはセンター試験 に集約 される通 り制限
























社会人大学生(中 年女性)で ある。彼女は最初の うちは、「こうしたらいい」と
答えを教 える 「重い」媒介 を行いがちであったが、次第にヒントの与え方や励
まし方などに習熟 し、考 えさせるや り方、すなわち 「軽い」媒介 に変わ り、半





ていたが、同年齢女児が戯れに 「アーン」 と言いなが ら差し出した食べ物 をい
とも簡単に口に入れた事例を紹介 している。これは媒介する 「人」の重要性 を
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